
公益社団法人愛知県医師会 第 35回(定例)理事会議事録 

 

開催日時：令和 7年 2月 20日(木) 午後 4時 00分～午後 5時 00分 

開催場所：昭和ビル 9階会議室  

出 席 者 

会 長(代表理事)／柵 木 充 明 

副会長(代表理事)／大 石 明 宣  大 輪 芳 裕  西 脇  毅 

理 事／加 藤 雅 通  田那村 收  浦 田 士 郎  渡 辺 嘉 郎  松 浦 誠 司 

   河 村 英 徳  舩 橋 克 明  岡 本  晃  春 原 晶 代  道勇  学  

  山室  理   髙 橋 昌 久  小 林 邦 生  髙 田 統 夫 

監 事／樫 尾 富 二  纐 纈 雅 明  山 本 和 彦 

代議員会議長／山 根 則 夫 

代議員会副議長／野 田 正 治  浅 井 清 和 

 

欠 席 者    理 事／加 藤  豊 

 

議事録作成者  佐 伯 知 美 

 

議長は、定款第 39条第 2項により、柵木充明会長(代表理事)が務める。 

本日の理事会は、出席者 24名(うち理事 18名)で、理事現在数 19名の 2分の 1以上(10

名)の出席があり、定款第 39条第 6項の決議を行うに必要な過半数に達していること

を確認した。 

 

―承認事項― 

１．庶務関係事項について             

(１)一般社団法人名古屋市医師会(会長 山根則夫)主催の予防接種事業に関する伝達講習

会(WEB開催)〔3/25(火)〕の共催及び講師派遣依頼について 

加藤(雅)理事より説明され、標記事業の共催及び本会の田那村理事を講師として派

遣することが承認された。 

 

(２)愛知県障害者介護給付費等不服審査会及び愛知県障害児通所給付費等不服審査会委員

の推薦について 

加藤(雅)理事より説明され、標記審査会委員として柴田正人先生(再就任)、片山良

仁先生の推薦が承認された。 

 

(３)愛知県介護保険審査会委員の推薦について    

加藤(雅)理事より説明され、標記審査会委員として各医療圏にご選出いただいた 12

名(名古屋・尾張中部医療圏は 2名)の推薦が承認された。 



 

２．委員会・部会、講演会等(本会主催分)の開催について       *は共催・協賛等 

柵木会長より、以下の委員会・部会、講演会等の開催について承認を求め、承認

された。 

No. 開催日 名称 開催場所 担当理事 

1 2/20(木) 業務監査 昭和ビル・現場事務所 
加藤(豊)理事 

岡本理事 

  

３．難病相談室相談医師の変更について          

   髙橋理事より説明され、松本義也先生(愛知医科大学病院名誉教授)から渡邉大輔先

生(愛知医科大学病院皮膚科教授)へ変更することが承認された。 

 

―協議事項― 

４．令和 7 年度事業計画(案)について              

大石副会長より説明され、前回の理事会において照会した事業計画について、変

更等の意見がなかったので原案をもって承認された。また、3月 15 日(土)開催の

第 198回(臨時)代議員会にて報告することが承認された。 

 

５．令和 7 年度予算(案)について           

加藤(豊)理事より説明され、前回の理事会において照会した予算について、変更

等の意見がなかったので原案をもって承認された。また、3月 15日(土)開催の第

198回(臨時)代議員会にて報告することが承認された。 

 

６．「愛知医報」の販売単価について           

小林理事より説明され、「ゆうメール」の値上げによる発送費用改定の要請に伴

い、令和 7年 4月から年間有料購読料を 7,920円(税込)、1冊の購読料を 660円(税

込)へ変更することが承認された。 

 

７．その他 



─報告事項─ 

【日本医師会、各医師会、中部医師会連合等会議について】 

１．日医労災・自賠責委員会(WEB会議)〔2/14(金)〕について 

(日本医師会主催：WEB 開催)                 

   大輪副会長より、自賠責診療費算定基準の制度化へ向けての骨子について説明が

あった後、フリーディスカッションが行われたと報告された。 

 

２．日医小児在宅ケア検討委員会(WEB会議)〔1/30(木)〕について 

(日本医師会主催：WEB 開催)               

野田副議長より、文部科学省・こども家庭庁から医療的ケア児に係る新年度予算

の説明の後、福岡県医師会から人工呼吸器使用患者実態調査結果の報告がなされ、

災害時避難先が確認できていない、確認していても避難先が医療機関や自宅にと

どまるとの回答が 80％近くあり、災害時に医療機関での受入は困難であることか

ら人工呼吸器使用患者を福祉避難所で受け入れる体制整備が必要であるとされた

と報告された。 

 

３．日医医療秘書認定試験委員会〔2/13(木)〕について 

(日本医師会主催：日本医師会館)               

野田副議長より、第 45回日本医師会医療秘書認定試験の判定を行い正解率と識別

指数を用いて問題を検討し 2問を除外したこと、受験者数は 12県 286名で、合格

者数は 267名、合格率は 93.4％であったことが報告された。 

 

【本会関係会議について】 

４．人事委員会〔2/13 (木)〕について 

(404会議室)               

柵木会長より、本件は人事案件であるため、本会議の最後に報告すると発言され

た。 

 

５．愛知県医師会地域医療政策研究委員会〔2/12(水)〕について 

(405会議室)                 

浦田理事より、厚労省の令和 5年(2023)患者調査の結果が公表されたことに伴い、

小林委員を中心に、予測受療率と最新発表受療率との比較(答え合わせ)、患者調

査の課題点について説明がなされ、意見交換を行ったと報告された。 

 

６．愛知県医師会剖検システム運営協議会〔2/13(木)〕について 

(名古屋東急ホテル)                  

渡辺理事より、令和 6年度の決算報告を行い、各大学病院より 5例の症例報告が

あり活発な議論が行われたと報告された。また、藤田医科大学の塚本教授から南



口教授へ変更することが承認されたと補足された。 

 

７．広報委員会(WEB会議)〔2/12(水)〕について 

(401会議室)                      

  小林理事より、愛知医報のトップ掲載予定や表紙作品等について検討した後、新規

広告については掲載することが了承された、会員の欄、栄かいわいについては執筆

者に一部修正依頼をかけることとしたと報告された。また、「愛知医報」販売単価

については発送費用改定の要請に伴い、無料で提供している行政・関係団体等への

提供方法について調整した結果、郵送による提供は 439件から 127件(予定)まで削

減することができたと補足された。 

 

８．講演会・研修会等について                 *は共催・協賛等 

柵木会長より、下記の№1～№4の本会主催の講習会・研修会等は一括報告とすると

発言された。 

No. 開催日 名称 出席者数等 担当理事 

1 2/14(金) 産業医研修会 5名 
舩橋理事 

山室理事 

2 2/14(金) 難病講演会 33名 
髙橋理事 

渡辺理事 

3 2/15(土) 愛知県医師会検視医研修会 50名 
舩橋理事 

山室理事 

4 2/16(日) 
保健・医療・福祉の連携強化に関するシンポ

ジウム 
267名 

松浦理事 

髙田理事 

  

【行政、その他関係団体等会議について】 

９．支払基金審査運営協議会〔2/12(水)〕について 

(支払基金主催：※欠席のため資料提供)           

大石副会長より、愛知県における医科(11月分)の診療報酬確定件数と金額につい

て報告された。 

 

１０．愛知県麻しん・風しん対策会議〔2/14(金)〕について 

(愛知県主催：愛知県三の丸庁舎)          

   田那村理事より、令和 6年麻しん・風しん発生状況と令和 5年度麻しん・風しん

ワクチン接種状況、予防接種による副反応について報告の後、愛知県・名古屋市

各衛生研究所から検査診断について説明がなされたと報告された。 

 

１１．愛知県若年性認知症自立支援ネットワーク会議(WEB 会議)〔2/14(金)〕について 

(愛知県主催：WEB開催)              

   松浦理事より、産業医向け自立支援研修について、参加者の専属、嘱託の比率が



知りたいとの意見が出されたこと、令和 4年度改訂で対象疾患が拡大された「療

養・就労両立支援指導料」の一層の周知を依頼されたことが報告された。 

 

１２．愛知県病院協会定例理事会〔2/12(水)〕について 

(愛知県病院協会主催：名古屋 ATビル)          

浦田理事より、令和 7年度事業計画・収入支出予算、Fresh Aichiのコロナ対応

から急性期医療対応へのシステム、重点支援地方交付金、等について資料を共有

し意見交換を行ったと報告された。 

 

１３．名古屋市救急医療(時間外等)対策に関する懇談会〔2/14(金)〕について 

(名古屋市主催：名古屋市公館)          

河村理事より、救急医療の状況として、名古屋市の 1次体制診療は増えており、

第 2次体制は現状維持、第 3次救急医療体制も概ね令和 6年度は前年比を維持し

ていること、#7119は一定の効果を示していることが報告されたと報告された。 

 

【その他事項について】 

１４．その他 

 



以上で本日の議事を終了し、議長は協力を謝して閉会とした。 

 

令和７年２月２０日 

 


